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歴
史
や
背
景

　

焼
火
山
に
は
旧
大
晦
日
に
ご
神
火
が
海
中
か
ら
現
わ

れ
、
岩
屋
に
入
っ
た
と
い
う
信
仰
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ご
神
火
を
拝
む
た
め
、
毎
年
年
籠
り
が
行
わ
れ
大
晦
日

に
は
隠
岐
中
か
ら
１
，
０
０
０
人
以
上
集
ま
り
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
元
来
初
詣
り
は
、
そ
の
「
年
籠
り
」
を

指
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
参
れ
な

か
っ
た
者
は
旧
正
月
に
参
拝
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

が
初
詣
り
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
詣
り
の
祈
願
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
社
務
所
で
直な

お
ら
い会

が
行
な
わ
れ
ま
す
。一
人
一
人
に
式
膳
が
つ
い
て
お
り
、

神じ
ん
ば
そ
う

葉
草
（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
）
の
酢
の
物
が
必
ず
付
け
ら
れ
、

現
在
で
も
初
詣
り
の
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
直
会
で

は
、
集
落
の
皆
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
し
、
歌

や
踊
り
も
出
て
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

直
会
後
は
「
お
こ
し
」
を
お
土
産
に
買
い
、
焼
火
山

か
ら
見
渡
せ
る
島
前
カ
ル
デ
ラ
を
目
に
下
山
し
ま
す
。

（
参
考
：
西
ノ
島
の
今
昔
）

特　

集

　

島
前
で
は
旧
正
月
の
期
間
中
に
集
落
単
位
で
焼た

く
ひ
じ
ん
じ
ゃ

火
神
社
に
参
詣
す
る
事
を
「
初は
つ
ま
い詣
り
」

と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
時
期
、
週
末
に
な
る
と
焼
火
神
社
へ
向
か
う
一
行
が
列
を
な
し

て
登
山
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
民
俗
行
事
「
焼
火
神
社
の
初
詣
り
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

焼
火
の
伝
統

焼
火
神
社
に
つ
い
て

　

焼
火
山
（
海
抜
４
５
２
ｍ
）
の
中
腹
に
あ
る
焼

火
神
社
は
日
本
海
の
船
人
に
海
上
安
全
の
神
と
崇

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
暦
12
月
30
日
の
夜
、
海
上

か
ら
火
が
三
つ
浮
か
び
上
が
り
、
そ
の
火
が
現
在

社
殿
の
あ
る
巌
に
入
っ
た
の
が
焼
火
権
現
の
縁
起

と
さ
れ
、
現
在
で
も
そ
の
日
に
は
龍

り
ゅ
う
と
う
さ
い

灯
祭
と
い
う

神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
殿
は
享
保
17
年
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
大
阪

で
作
成
さ
れ
地
元
で
組
み
立
て
る
と
い
う
当
時
と

し
て
は
画
期
的
な
建
築
方
法
で
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
に
は
国
指
定
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲焼火神社

別府港から登山道

まで車で約15分。

登山道から神社まで

は徒歩で約 15分。
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焼火神社宮司
　　松浦　道仁さん

　

①松浦宮司によるご祈願②神前から帰って式膳につくと宮司による盃事が行われる。③式膳（御飯・お神酒・神葉草の酢味噌和

え・塩サバの煮つけ・煮豆・味噌汁・湯呑）④盃事の後には直会が開かれます。お酒が入り、歌や踊りで賑やかな時を過ごします。

２
０
１
７
年
２
月
の
日
程
（
予
定
）

４
日
（
土
）

波
止
・
大
山

５
日
（
日
）

別
府
・
美
田
尻
・
小
向

12
日
（
日
）

海
士
（
北
分
・
菱
浦
）

18
日
（
土
）

西
ノ
島
中
学
校
２
年
生

知
夫
（
郡
・
大
江
・
薄
毛
・

多
沢
・
来
居
・
古
海
・
仁
夫
里
）

19
日
（
日
）

船
越

26
日
（
日
）

大
津
・
市
部

海
士
（
福
井
・
東
）

　
『
焼
火
権
現
』は
、

西
ノ
島
町
に
あ
る

「
焼
火
神
社
」
の 

ご
神
体
で
あ
り
、

海
上
安
全
の
神
と

し
て
船
人
か
ら
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼

太
郎
」
で
有
名
な 
水
木
し
げ
る
氏
の
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
も
の
で
、
西
ノ
島
町
の
玄
関
口
別

府
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
常
設
さ
れ
て

い
ま
す
。 

西
ノ
島
町
に
訪
れ
た
方
を
、
い
つ

も
笑
顔
で
出
迎
え
ま
す
。

※
日
程
は
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
天
候
等
に
よ
り
、
日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。焼た

く
ひ
ご
ん
げ
ん

火
権
現

　

こ
れ
ま
で
「
初
詣
り
」
を
一
番
近

く
で
見
て
き
た
焼
火
神
社
第
21
代
目

宮
司
で
あ
る
松
浦
道
仁
さ
ん
。
松
浦
さ
ん
は
、

幼
少
の
頃
、
現
在
の
焼
火
神
社
の
社
務
所
に
住

ま
わ
れ
て
お
り
、
物
心
が
着
く
頃
か
ら
毎
年
、

初
詣
り
を
見
て
育
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
島
を
離
れ
、
再
び
島
に
帰
っ
て
来

て
か
ら
30
年
以
上
初
詣
り
に
携
わ
っ
て
き
た
松
浦

さ
ん
は
、波
止
地
区
の
区
長
も
務
め
ら
れ
て
お
り
、

昔
に
比
べ
集
落
内
で
交
流
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ

と
に
懸
念
を
抱
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
初
詣
り
へ
行
く
こ
と
で
、
直
会
等
を
通
じ
、

各
集
落
内
の
交
流
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

そ
う
言
わ
れ
ま
す
。

　

西
ノ
島
町
に
は
、
精
霊
船
や
十
方
拝
礼
な
ど
伝

統
深
く
素
晴
ら
し
い
文
化
財
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
ら
と
と
も
に
長
年
続
い
て
き
た
伝
統
あ

る
年
中
行
事
『
初
詣
り
』
も
よ
り
良
い
形
で
後

世
に
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
」
そ
の
よ
う
に

松
浦
さ
ん
は
語
ら
れ
ま
し
た
。

島
の
伝
統
行
事
を

　
　
　

よ
り
良
い
形
で
後
世
へ


